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はじめに

次期大学基幹ソリューションのアプローチの一つとして、協働的な教育・研究環境を提供するための

協働キュレーション環境を構築し、そのサービスをCS研WG の管理のもとに試行的にオープンにします。

このWG 活動によって、協働キュレーション環境の普及における問題点を明らかにし、あらゆる教育・研究

にかかわる活動が大学や組織を超えて協働する世界を拓く可能性を検証します。

更に、次期大学基幹ソリューションのニーズ抽出の場としても活動し、富士通Japanおよび賛助会員で

構築されるエコシステムの実現を後押しします。
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次期大学基幹・協働キュレーション環境WG

◼ 目的：協働的な教育・研究環境を提供するための協働キュレーション環境において、
あらゆる教育・研究にかかわる活動が大学や組織を超えて協働する世界を拓く
可能性を検証する。また、次期大学基幹ソリューションのニーズ抽出の場として活動。

➢ 教員・研究者の教材共有・共同研究環境（オープンエデュケーション）構想
➢ 次期基幹・教育システムの一部として、自らの学びおよび学び合いに欠かせない

プラットフォームとなる新たなビジネスモデルを検討

◼ 発起人：明治大学 阪井先生（CS研会長）・ファーストスタープロジェクツ 渡邉様

◼ 活動期間：2020年7月1日～2022年6月30日

◼ CS研としての意義（新しい取り組み）
・正会員と賛助企業のコラボレーションの場を提供。
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キュレーションラーニング ー21世紀型スキルの効果的な育成ー

◼ Webの情報を活用して、最新の情報を学べる

◼ 他の学生の考察も活用することで、学びを深められる

情報処理学会「情報システム教育コンテスト2015（ISECON）」にて最優秀賞受賞！

インターネット上の様々なコンテンツを活用し、自分の視点・考察を加えて
文脈を構成し「まとめ」を作成、他者と共有・議論して学びを広げる学習方法

・横浜国立大学、米国富士通研究所、
富士通研究所で共同研究した新しい
教育手法
・スタンフォード大学、カリフォルニア大学
バークレー校等で実証研究
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キュレーションラーニングの実践環境

さがす
Web情報
収集選択

まとめる
考察

論理展開

ひろげる
コメント
引用参照

トピック（視点）

考察

Webコンテンツリンク

他者のコメント

アブストラクト

「さがす」「まとめる」「ひろげる」をひとつのプラットフォーム上で実践。学習過程も記録し、学修ポートフォリオ・成長するノートとなる。

※本スライド含め、以降の画面・
機能は開発中のため、内容が
変更される場合があります。

インターネットサイトコンテンツ（URL)・テキスト・画像・PDF・動画・埋め込みHTML・クイズなどを組み合わせてコンテンツ構成
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1.さがす

利用イメージ 「さがす」

※開発中のため、画面・機能は変更される場合があります。

ウェブ上の
関連コンテンツを
探して学習

気になるコンテンツを
クリップして保存
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2. まとめる

利用イメージ 「まとめる」

※開発中のため、画面・機能は変更される場合があります。

学習した内容に
自分の考察を加えて
「まとめ」を作成

コンテンツの著作権を
考慮しつつ、公開範囲や
他者への見せ方を選択
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3.ひろげる

利用イメージ 「ひろげる」

※開発中のため、画面・機能は変更される場合があります。

「まとめ」を他の人と共有し、
比較や議論を通じて、
学び合い、刺激し合う

公開エリアにまとめを公開し、
他者が参照できるようにする

コンテンツや作成者の意見に対して
コメントを書くことができる

まとめに対して 「いいね」 を
つけることができる
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ログ分析と可視化

行動傾向レーダーチャート

➢ 学修者の学修・コミュニケーション姿勢の傾向を把握する

➢ 学修者間の学び合い関係を時系列に把握する

時系列ソーシャルグラフ

参照・引用・コメントなど学修者間の学び合いの行動に関する

可視化（ソーシャルグラフ）

※学び合い状態の可視化とそれに基づいた教員の授業ファシリ

テートの支援。

将来はグループマッチング、相互に与え合う影響分析、個人ごと

に良い影響を受けられる相手・まとめのリコメンドなどをめざしたい。

詳細な学び合いに関するアクティビティ（行動傾向）を可視化

（レーダーチャート）

※他者への働きかけ（能動的行動）、他者知見の取り込み
（受動的行動）など、レーダーチャートの形状で、学修者
ごとのコミュニケーション姿勢を推察
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AI技術を活用した授業支援(LAからAIへ）

参照・引用・コメントなど学修者間の学修行動に関する可視化（ソーシャルグラフ）

※現在は学び合い状態の可視化とそれに基づいた教員の授業ファシリテートの実施

将来はグループマッチング、相互に与え合う影響分析、個人ごとに良い影響を受けられる相手・まとめのリコメンドなどをめざしたい。

①この講義テーマの
中心人物のようだ、
皆のお手本として
まとめを紹介しよう

②講義内での
学習や学び合いが
うまくいっていない様子
支援が必要そうだ

①

②

一人の学修者にフォーカス

クラス全体の関係性（※表示氏名は仮名）

学修者間の学び合い関係を把握する
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学修者の学修・コミュニケーション姿勢の傾向を把握する

より詳細な学び合いに関するアクティビティ（行動傾向）を把握

他者への働きかけ（能動的）、
他者知見の取り込み（受動的）

など形状でコミュニケーション姿勢を推察

AI技術を活用した授業支援(LAからAIへ）
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21世紀型スキル育成と教育へのAI活用

Web上の最新の教材・情報から学び、
AIで学習の深まりを分析し、授業改善に役立てる

AIを活用して主体的な
学び・指導を支援教員

・調査 学びの永続
・思考 成長する記録
・知識 学修ポートフォリオ

■ キュレーションラーニング

時系列ソーシャルグラフ

■ 教育へのAI活用

●学び合いの状況可視化
●学習行動傾向表示

●学びの拡大
●主体的学び促進

■ 21世紀型スキルの育成

AI分析結果から
学び方を指導

学習者

教員支援

関連知識のリコメンド
学習者支援
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活用事例

授業適用例 ：横浜国立大学様
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反転授業への適用イメージ

復習
まとめ

（更新）

授業
(discussion)

予習
まとめ

各回授業

授業前後に
まとめページを作成

学修成果物（過程）を教員が評価
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相互引用・
グループ学習

個人のまとめ公開
相互参照

個人学習

協調学習への授業適用イメージ

教員

LA結果を参照して
ファシリテート

書いて思考を深める

他者のまとめで思考が動かされる

他者に伝えるという意識で書くことで、より思考を深める

他者との違いを考察、議論することで、
さらに思考が広がる

15



Copyright 2022 FUJITSU Japan LIMITED

主体性と他者との交流

2014情報システム論

受講生コメント（2015）：
・主体的に知識を得ていくことができ、理解が深まった。
・テストのための勉強ではなく、体系的に学んだという印象が強い。キュレーションは非常に効果があったと思う。
初期のころのキュレーションと最後の方のキュレーションを比較すると変化が実感できるし、
人に説明するという意識が、学習にいかに好影響があるかということも分かった。
・キュレーションを通し、情報システム論において自分の学んだものは非常に大きかったと思います。
特にWeb上に多々ある情報の中から自分に必要な情報を探し、選び取る力と、
選んだ情報を人にうまく見せる力の二つを磨くことができたなーと感じています。
実際に今回のまとめを見返しても、どれだけ力が付いたかが分かる。 ・・・

自己の成長を実感
学修モチベーション向上
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教員の声

キュレーションを活用した授業運営や
２１世紀型スキルへの育成に

手ごたえを感じている

◼「引用部分」と「考察部分」が明確であり、
レポートを提出させる従来型授業より、評価がし易い

◼事実をたどる従来の授業と違い、「今」を考えさせることができた

◼学生自らの理解を時系列で追加していくことができるため、
成長するノート・学修記録となる
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活用事例

授業適用例 ：都内公立高校様
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学習範囲について
まとめてみよう

授業を受ける前に学習範囲に
ついてテキストでまとめます。
Webで調査して、資料として
リンクや動画を載せます。

A高校の授業でのキュレーション活用例

予習課題、レポートの資料集め、グループ学習、学習の振り返りなどに活用されています。

振り返り教え合い予習課題

各自のまとめを共有し、
わからないところを
聞いてみよう

学んだこと、気づき、
疑問をまとめよう

知識や調査結果を共有し、
対面・チャット・コメントで質問や
評価。分かる人が分からない人
に教えます。

授業終了後、各自のまとめを
ブラッシュアップして学んだこと、
気づきを振り返ります。
学びの記録として、後々も振り
返ることができます。

学習者の記録

学習記録の蓄積・分析
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学習範囲について
まとめてみよう

授業を受ける前に学習範囲に
ついてテキストでまとめます。
Webで調査して、資料として
リンクや動画を載せます。

B高校の授業でのキュレーション活用例

予習課題、レポートの資料集め、グループ学習、学習の振り返りなどに活用されています。

振り返りグループ学習予習課題

各自の考えを共有し、
グループで議論して
まとめてみよう

学んだこと、気づき、
疑問をまとめよう

まとめをグループで共有して、
対面・チャットやコメントで議論。
グループで議論をまとめて
発表します。

授業終了後、各自のまとめを
ブラッシュアップして学んだこと、
気づきを振り返ります。
学びの記録として、後々も振り
返ることができます。

学習者の記録

学習記録の蓄積・分析
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チャット
メンバー間で

メッセージを入力

キュレーション共有
コミュニティメンバー間で
共有されたキュレーション

高校でのコミュニティ例

特定の興味・関心を同じくしたメンバーで、
公開および非公開のコミュニティを作成できる。
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参考：使い方Tips

・動画にしおりを付け、任意の箇所から再生

・地図などを埋め込み、広く地図を活用
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Tips:1 動画にしおりを付ける
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動画を見たいタイミングから再生する
しおりを作ることができます。

先頭からの経過時間（青字）を
クリックすると、その時点から再生します。
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Tips:2 地図を埋め込む
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GoogleMapサイトのコンテンツを
埋め込んでいるので、このフレームの
中で地図を動かすことができます。

地図の上にカーソルを置き、
左にドラッグすると地図の表示も
東に移動します。
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Thank you
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